
2012 年度中堅職員ステップアップ研修 （１） 

Librarian Step up Training （LIST） 
 

主催：（社）日本図書館協会 企画・担当：研修事業委員会 
日程：2012年 10月 14日～11月 13日（日・月・火曜日開催）※詳細は裏面日程表参照 
会場：日本図書館協会 2階研修室（東京都中央区新川 1-11-14） 
対象：司書・司書補資格取得後、図書館勤務経験 3年以上（2012年 10月 1日現在） 

※臨時等の場合は年間実労働時間の合計が概ね 1500時間を 1年として換算 
※図書館勤務経験：図書館現場での勤務経験年数を指します 
※研修内容は、公共図書館向けです 

定員：全科目（12科目）受講 50名／部分（各科目）受講 5～10名 
受講料：個人会員・施設会員（1名まで）全科目受講 20,000円／部分受講 1科目 2,000円  
    上記以外 全科目受講 35,000円／部分受講 1科目 3,000円 
申込方法：申込書は下記宛に請求するか当協会 HP（http://www.jla.or.jp/）研修事業委員会のペ
ージからダウンロードしてください。必要事項を記入（入力）し、郵送・FAX・E-mail でお申し込み
ください。申込を受理しましたら事務局から確認の連絡を必ずいたします。申込後 3 日以上たっ
ても連絡のない場合はご一報ください。事務局からの連絡は基本 E-mailで行います。 

締切：2012年 8月 27日（月）（必着） 
受講者の決定：日本図書館協会研修事業委員会で確認し、受講の決定をします。 

9月 7日頃に通知書等の発送（ご自宅あて）を予定しています。 
修了証の交付：全科目を受講した方には、修了課題を提出していただき、審査の上、修了証    

を交付します。なお、部分受講の場合は、（連続する）2年間で全科目を受講した方が、修
了課題提出の対象となります。 

問合・申込先：日本図書館協会 研修事業委員会担当（〒104-0033 東京都中央区新川 1-11-14 

         TEL:03-3523-0811  FAX:03-3523-0841  E-mail:kenshu@jla.or.jp） 

■お知らせ：聴講生を募集する予定ですが、受講者数と収容人数との関係で募集しない場合もあります。 

募集時期：9月中／募集人数：各回 10名程度／聴講料：個人会員・施設会員（1名まで）2,000円、左記以外 3,000
円 同研修の修了対象にはなりませんのでご注意ください。詳細は決まり次第 HPでご案内します。 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
フリガナ （どちらかに○をつけてください）

  受講について 
 全科目・部分 お名前 個人会員・施設

会員（1名まで） 左記以外

 自宅住所 〒                  TEL 
                        FAX 
勤務先名                    TEL 
                        FAX 
勤務先住所 〒 
            

E-mail:自宅・勤務先（どちらかに○をつけてください） 
 

勤務歴

※ 

（西暦で記入） 
  年  月  日～  年  月  日  

  年  月  日～  年  月  日  

  年  月  日～  年  月  日  

資格 
司書・司書補 （どちらかに○をつけてください） 
取得年月日（西暦で記入）   年  月  日 取得機関名 

※ この個人情報は日本図書館協会の研修および研修事業にかかわる事務連絡以外には使用しません。 

※ 勤務歴：最近の勤務歴からご記入ください。その際は、図書館勤務経験が 3 年以上であることがわかるようにご記入願います。 

※ 部分受講希望の方は裏面も必ずご記入ください。 



日 程 表 

回 研修日 
※時間 領域 区分  科目名  講師（所属） 

1 10/14 
（日）

※1 

領域2 区分Ａ②  図書館のサービス計画  小池 信彦 
  （調布市立図書館） 

2 領域1 区分Ａ  図書館サービスと著作権  井上 奈智 
  （国立国会図書館） 

3 10/15 
（月）

※2 

領域2 

区分Ｃ①  コレクションづくりの考え方 
 内野 安彦 
  （松本大学松商短期大学部） 

4 区分Ｃ②  コレクションづくりの実際 

5 10/16 
（火）

※2 

区分Ａ③  図書館運営の評価と指標  石原 眞理 
  （神奈川県立図書館） 

6 区分Ａ①  図書館政策の動向と図書館経営 叶多 泰彦 
 （市川市中央図書館） 

7 11/11 
（日）

※1 

領域1 区分Ｃ  図書館の自由 
 山家 篤夫 
  （日本図書館協会 
  図書館の自由委員会） 

8 領域3   今、光を放つ図書館学の五法則  竹内 悊 
  （日本図書館協会顧問） 

9 11/12 
（月）

※2 

領域1 区分Ｂ  子どもをとりまく状況と図書館の役割 坂部 豪 
 （水戸市立見和図書館） 

10 

領域2 

区分Ｂ①  レファレンスツールの評価 五十嵐 花織 
 （調布市立中央図書館） 

11 11/13 
（火）

※2 

区分Ｂ②  レファレンスインタビューの方法  阿部 明美 
  （多摩市役所） 

12 区分Ｂ③  レファレンスクエスチョンの処理  小熊 ますみ 
  （埼玉県立浦和図書館） 

・時間は次のとおりです。 
※1：（1科目目）12：30－15：00  （2科目目）15：30－18：00 
※2：（1科目目）9：30－12：00   （2科目目）13：30－16：00 

・領域 1～3は次のとおりです。 
  領域 1：社会の変化に対応する図書館サービス（3科目） 
  領域 2：高度かつ専門的な図書館の知識・技術の向上（8科目） 
  領域 3：図書館の理解を深めるための関連トピック（1科目） 
・部分受講 希望の方は下記に○をつけてください。 
（回） 
研修日 

（1） 
10/14 

（2） 
10/14 

（3）
10/15

（4）
10/15

（5） 
10/16 

（6）
10/16

（7）
11/11

（8）
11/11

（9）
11/12

（10） 
11/12 

（11） 
11/13 

（12） 
11/13 

希望             

 


